
昭和の日本海運を支えた
「神聖君国」
ンターズの1隻
文
・
山 田 廼 生 (日本海事史学会副会長)
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(筆者所蔵)

《 主 要 目 》 貨 物船 川 崎汽船所属。俗トン数6863トン、載貨重量トン数9843トン、垂線間長1450メー トル、型幅190メー トル、満朝喫水82メート
ル。主機ディーゼル ]暮、出力 (連続最大)8810馬 力、最高速力196ノット。1937(昭和]2)年 5月川崎造船所で竣工し、こューヨーク
航路に就航。1941(日節]16)年 9月海軍に徴用さrFR 特設水上機母艦 F改造,194ユ【lヨ神19,午 7F中 甲県亭凄■【宰壕々早,年 亭押摩P
同年11月荒天のため模転沈没。戦後浮場に成功。1949(昭和?,年 外航ぃ←ャて毎 吾!199,(,守 日弾】午神戸海い!F手型ュ1即9(甲 コ
44)年 12月解体のため台湾に売却され 高 雄で解体

横浜港の聖川丸 (滝田清氏撮影)

KAwA MARU

, | ■ ■  .

ヽ

聖川丸の写真絵葉書
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名 船 発 掘 。日本

屈
指
の
高
速
デ
ィ
ー
ゼ
ル
貨
物
船

１
９
３
０

（昭
和
５
）
年
、
大
阪
商
船
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
急
航
線
を
開
設
し
高
速
貨
物
船
を
投
入
し
て

以
来
、
各
社
が
抗

っ
て
優
秀
研
を
こ
の
航
路
に
投
入

し
た
こ
と
は
前
回
述
べ
た
。
今
回
は
川
崎
汽
船
の
高

込
貨
物
船

「
空
川
九
七

前
同
の

「有
馬
山
九
」
と

同
じ
１
９
３
７

（昭
和
１２
）
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
。

川
崎
汽
船
が
川
崎
造
船
所
船
加
郎
、
阿
際
汽
船
（昭

和
初
年
離
悦
）
と
提
携
し
て
Ｋ
ラ
イ
ン
を
結
成
し
た

の
は
第
１
次
大
戦
後
の
こ
と
。
そ
し
て
Ｋ
ラ
イ
ン
が

ニ
ュ
ー
コ
ー
ク
定
別
航
路
に
進
出
し
た
の
は
、
大
阪

前
船
よ
り
２
年
遅
れ
た
１
９
８
２

（昭
和
７
）
午
。

高
速
貨
物
船
の
整
備
は
、
社
内
事
情
に
よ
り
さ
ら
に

遅
れ
、
１
９
８
６

（昭
和
１１
）
年
に
な

っ
た
。

遅
れ
は
し
た
が
、
川
崎
汽
船
は
他
社
を
し
の
ぐ
高

速
研
を
建
と
し
た
。
「神
空
君
回
」
を
船
名
に
冠
し

た
４
姉
妹
で
あ
る
。
時
代
を
反
映
し
た
命
名
だ
。

第
１
船

「神
川
九
」
は
１
９
３
７
年
３
月
に
竣
工
。

次
い
で
同
年
中
に

「空
川
九
」
「君
川
九
」
「
国
川
九
」

が
完
成
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路
に
就
航
し
た
。

建
造
は
川
崎
造
船
所
。
６
８
０
０
総
ト
ン
．
船
首

楼
付
き
の
述
浪
甲
板
船
で
あ
る
。
主
機
に
は
計
両
出

力
７
５
０
０
馬
力
の
川
‐――奇
Ｍ
Ａ
Ｎ
押
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ー

基
を
装
備
し
、
１９
ノ
ッ
ト
を
こ
え
る
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
た
。
な
か
で
も
第
２
船

「
牲
川
九
」
は
、
処
女
航

海
で
横
浜
～
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
１０
日
１９
時
間
６

分
、
平
均
速
カ
ー７
　
６３
ノ
ッ
ト
で
航
た
し
た
。

戦
前
の
高
速
貨
物
船
で
は
、
翌
年
に
同
造
船
所
で

先
成
し
た
同
際
汽
船
の

「
金
卦
丸
」
（９
８
０
１
総

ト
ン
、
同
型
船

・
金
竜
九
）
が
試
運
転
時
に
２‐
　
５４

ノ
ッ
ト
を
出
し
て
い
る
。
計
画
出
力
９
２
０
０
ヽ
力

の
川
崎
Ｍ
Ａ
Ｎ
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ー
米
を
装
備
．
船
型

は
パ
ナ
マ
通
迪
用
の
減
ト
ン
閉
田
部
を
閉
鎖
し
た
述

浪
Ｗ
枚
船

（Ｏ
湯
＆

∽
汗
一付ｑ

∪
Ｒ
汀
し

で
、
水

縦
下
の
船
型
は

「神
川
九
」
級
と
同
じ
で
あ
る
。

特
設
水
上
機
母
艦
に
変
身

「イーー‐
川
九
」
誕
ＦＬ
の
年
に
―
・
―
中
戦
争
が
勃
発
し
た
。

以
後
、
大
平
洋
戦
争
ま
で
の
間
、
４
隻
は
海
早
に
徴

用
さ
れ
、特
設
水
上
機
け
艦
と
し
て
Ｔ
務
に
服
し
た
。

海
年
は
か
ね
て
か
ら
高
速
貨
物
船
を
水
上
機
母
艦
に

改
造
し
、
移
動
航
空
水
地
と
し
て
快
容
　
女
敵
や
筈

備
に
充
て
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
聖
川
九
」
は
被
須
賀
海
弔
工
廠
で
政
地
さ
れ
た
。

遮
浪
甲
板
上
に
水
上
機
の
搭
載
設
備
と
カ
タ
パ
ル
ト

を
付
加
し
、
船
首
尾
に
砲
を
備
え
た
。
船
合
内
に
は

搭
乗
員
と
整
備
員
の
居
住
区
、
整
備
工
場
、
ガ
ソ
リ

ン
ド
、
爆
弾
庫
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
太
平
洋
戦
争

開
戦
時
の
搭
載
機
は
水
上
偵
祭
機
１２
機
だ

っ
た
と
い

う

（本
俣
滋
郎
氏

『残
存
帝
国
帖
艇
き
。

市
雌
は
め
ざ
ま
し
か

っ
た
。
開
職
と
と
も
に
グ
ア

ム
鳥
攻
略
に
参
加
。
翌
年

（１
９
４
２
年
）
に
は
ラ

バ
ウ
ル
攻
略
、
大
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
上
隆
作
戦
を
支

援
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
年
の
暮
れ
に
運
送
恥
に
転

じ
た
。
米
滞
の
肌
梁
で
戦
没
怖
が
統
出
。高
速
の

「■

川
九
」
は
違
び
屋
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

だ
が
、
猛
戦
の

「
典
川
丸
」
も

つ
い
に
迎
が
つ
き

た
。
敗
戦
の
年

（１
９
４
５
年
）
の
７
月
、
山
凹
県

ｉ
津
沖
に
退
避
中
空
爆
を
受
け
、
任
意
側
庄
し
た
が
、

同
年
■
月
荒
天
の
た
め
杖
Ｌ
し
沈
没
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路
に
復
帰

戦
後
の
船
不
足
の
な
か
、
１
９
４
８

（昭
和
２３
）

年
８
月
、
川
崎
こ
上
の
サ
ル
ベ
ー
ジ
部
門
が

「型
川

九
」
の
引
揚
げ
に
着
手
し
た
。
浮
揚
に
成
功
後
、
川

‐‐‐奇
丘
ｆ
で
本
格
的
に
修
復
さ
れ
、
外
航
船
と
し
て
復

活
し
た
。
１
９
５
０

（昭
和
２５
）
年
８
月
に
は
、
戦

後
の
北
米
航
怖
第
１
術
と
し
て
耽
航
し
た
。

私
事
で
恐
縮
だ
が
、筆
者
は
後
活
後
の

「聖
川
九
」

を
観
■
崎
か
ら
半
兄
し
た
思
い
出
が
あ
る
。
中
学
校

の
臨
海
学
校
で
の
こ
と
だ
。
黒
塗
業
の
戦
標
船
が
ほ

と
ん
ど
だ

っ
た
日
本
船
の
な
か
に
あ

つ
て
、
グ
レ
ー

の
船
体
塗
装
の

「聖
川
九
」
は
輝
い
て
見
え
た
。

１
９
５
１

（昭
和
２６
）
年
６
月
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
定
期
航
路
の
再
開
を
認
め
た
ｃ
川
崎
汽
船

は
再
開
に
向
け
て
高
速
船
隊
を
整
術
。
「神
川
丸
号
君

川
九
」
「田
川
九
」
が
完
成
し
、
「空
川
九
」
を
加
え
、

ヽ
び

「神
聖
希
国
」
の
４
隻
が
揃

っ
た
．
”
開
第
１

船
は

「■
川
丸
」
で
、
１
９
５
２

（昭
和
２７
）
午
９

月
横
浜
を
出
港
し
北
米
に
向
か

っ
た
。

１
９
６
３

（昭
和
３８
）
年
、
「
投
川
九
」
は
１モーー
戸

汽
船
に
移
り
、
６
年
後
、
解
体
の
た
め
台
湾
の
業
者

に
売
却
。
物
年
の
波
洲
の
■
洋
を
閉
じ
た
。
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